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い
て

①
総
会
後
に
講
演
会
を
開
催
す

る
。
講
師
に
つ
い
て
は
国
保

補
助
が
受
け
ら
れ
る
講
師
は

ど
う
か
、
趣
旨
に
沿
っ
た
人

に
依
頼
。

②
総
代
会
後
に
羽
柴
弘
和
氏
の

黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
を
懇

親
会
と
兼
ね
て
行
う
。

③
総
代
会
議
長
の
選
出
に
つ
い

て
議
長
の
選
出
は
そ
の
年

の
新
年
懇
親
会
主
管
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
出
す
る
。

四
、
そ
の
他

①
中
板
協
総
代
会
四
月
十
六
日

②
基
幹
技
能
士
養
成
研
修
を
東

海
四
県
北
陸
三
県
で
秋
開
催

Ｉ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｉ
！

厚
生
委
員
会
報
告

福
利
厚
生
施
策
に
関
心
と
、
心
の
支
え
を
／

る
龍
極
霊
篭
簾
騨
逢
一
課
講
師
窪
遷
燦
雫

全
板
連
・
仙
日
板
協
青
年
部
主

催
の
第
二
十
四
回
全
国
建
築
板
金

競
技
大
会
が
、
２
月
９
．
ｎ
日
の

二
日
間
昨
年
と
同
じ
静
岡
県
富
士

宮
市
「
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

愛
知
県
代
表
選
手
と
し
て
、

「
技
能
競
技
（
Ｚ
Ｉ
Ｃ
）
の
部
」

に
は
、
高
柳
信
悟
君
と
砂
塚
耕
二

君
、
「
建
築
技
術
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
）

の
部
」
に
は
、
宇
野
勝
義
の
３
名
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い
「
技
能
競
技
の
部
」
の

作
業
風
景

傍
あ
い
さ
つ
す
る

河
田
全
板
連
青
年
部
長

上
写
詫
強

議灘；
４ ＊

９４糟

感
の
入
り
混
じ
っ
た
表
情
を
浮
か

べ
て
い
た
。

閉
会
式
で
は
、
河
田
青
年
部
長

あ
い
さ
つ
、
横
瀬
青
年
部
担
当
理

事
の
講
評
、
勝
又
理
事
長
大
会
会

長
所
感
と
進
行
し
、
沖
野
青
年
部

副
部
長
の
閉
会
の
辞
で
大
会
が
終

了
し
た
。

閉
会
式
終
了
後
、
小
雪
が
降
る

な
か
帰
路
に
つ
い
た
。

岡
崎
宇
野

塞
鑑
総
務
委

県
板
総
務
委
員
会
は
一
一
月
十
九

日
午
後
三
時
よ
り
県
板
三
階
会
議

室
で
総
務
委
員
十
三
名
が
出
席
し

て
開
催
し
た
。

毛
利
委
員
長
及
び
理
事
長
の
挨

拶
に
続
い
て
議
事
に
入
っ
た
。

議
題

一
、
新
年
懇
親
会
の
反
省
参
加

者
は
二
○
四
名
で
過
去
最
高
の

参
加
者
、
盛
大
で
あ
っ
た
。

二
、
全
板
福
島
大
会
五
月
十
五

日
～
十
七
日
の
申
し
込
み
状
況

に
つ
い
て
十
九
日
現
在
で
は

四
十
二
名
の
申
し
込
み
で
あ
る

が
四
十
五
名
と
し
た
い
。

三
、
総
代
会
五
月
二
十
一
日
に
つ

告

が
出
場
し
た
。
Ｚ
Ｉ
Ｃ
は
バ
ケ
ツ

の
製
作
、
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
は
「
築
卯
年

の
店
舗
併
用
住
宅
の
外
装
リ

フ
ォ
ー
ム
」
の
施
工
図
と
リ
フ
ォ
ー

ム
提
案
書
の
作
成
に
、
全
国
の
出

場
者
Ｚ
Ｉ
Ｃ
妃
名
、
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
ｎ

名
が
技
を
競
い
あ
っ
た
。

初
日
は
、
昨
年
よ
り
雪
が
少
な

く
晴
天
で
富
士
山
が
き
れ
い
に
見

え
た
。受

付
終
了
後
、
開
会
式
・
記
念

撮
影
・
各
会
場
に
て
競
技
上
の
事

灘

報

‐
．
ｌ
原
Ｉ
１
１
１
‐
１
１
Ⅷ
Ｊ
１

１
１
Ｉ

前
説
明
（
持
参
工
具
の
点
検
、
注

意
事
項
等
）
が
あ
り
、
説
明
後
は

各
宿
泊
部
屋
に
も
ど
っ
て
夕
食
ま

で
の
時
間
を
過
ご
し
、
夕
食
後
は

明
日
に
向
か
っ
て
の
準
備
を
そ
れ

ぞ
れ
し
て
い
た
。

二
日
目
の
朝
は
、
曇
り
空
で
あ
っ

た
が
午
前
８
時
の
競
技
開
始
ま
も

な
く
、
小
雪
が
降
り
は
じ
め
た
。

Ｚ
Ｉ
Ｃ
の
会
場
で
は
、
付
添
４

名
と
応
援
３
名
は
選
手
正
面
の
所

定
の
位
置
か
ら
見
守
る
事
し
か
出

来
な
い
が
、
真
剣
な
取
り
組
み
は

伝
わ
っ
て
き
た
。
両
選
手
共
、
加

分
過
ぎ
に
は
展
開
図
を
描
き
あ
げ

製
作
に
移
っ
た
。
製
作
は
、
日
頃

の
ペ
ー
ス
で
作
業
し
標
準
時
間
の

三
時
間
三
十
分
で
完
成
提
出
し
た
。

両
選
手
の
出
来
ば
え
は
、
他
の
選

手
と
そ
ん
し
ょ
く
な
く
出
来
て
い

た
。
全
体
的
に
、
標
準
時
間
５
分

前
ま
で
点
検
し
て
い
る
人
が
大
半

で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
完
成
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
の
会
場
は
、
競
技
時

し
富
士
山
を
背
景
に

選
手
と
付
添
人

れ
た
議
題
を
審
議
し
了
承
さ
れ
た
。

◎
審
議
内
容
は

一
、
全
板
国
保
愛
知
支
部
Ⅱ
報
奨

品
の
選
定
及
び
配
布
な
ど
に
つ

い
て
の
反
省
点

二
、
全
板
国
民
年
金
基
金
の
新
年

度
よ
り
新
料
率
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
以
前
の
施
策
と
し
て
三
月

二
十
日
ま
で
に
新
規
加
入
と
、

口
数
の
増
口
な
ど
を
申
込
む
と

現
行
の
料
率
に
基
づ
き
早
急
に

受
付
る
事
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

に
付
い
て
各
々
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

通
知
し
、
組
合
員
に
周
知
す
る

よ
う
徹
し
了
承
を
得
た
。

三
、
県
板
共
済
へ
の
更
な
る
加
入

促
進
を
計
り
、
組
合
員
が
平
等

の
立
場
で
メ
リ
ッ
ト
を
共
有
す

る
為
、
災
害
・
疾
病
の
補
償
以

外
に
、
組
合
の
事
業
計
画
上
、

大
切
な
収
入
源
と
も
な
り
、
併

せ
て
加
入
者
に
は
剰
余
金
と
し

て
還
付
さ
れ
て
お
り
、
加
入
率

は
全
体
の
五
○
％
を
割
っ
て
お

り
、
今
後
の
施
策
と
し
て
は
、

八
○
％
の
加
入
の
確
保
に
力
を

注
ぎ
、
実
現
に
向
か
っ
て
保
険

料
の
低
い
若
年
層
の
方
々
の
加

入
を
期
待
し
、
大
い
に
理
解
と

協
力
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

四
、
全
板
国
保
へ
の
加
入
勧
奨
を

強
力
に
勧
め
、
他
の
制
度
よ
り

も
給
付
関
係
が
充
実
し
て
お
り
、

更
に
、
介
護
保
険
も
一
律
に
割

安
に
な
っ
て
お
り
、
組
合
員
の

方
の
他
の
国
保
か
ら
の
転
籍
を

期
待
し
、
継
続
し
て
勧
奨
を
行

う
事
と
な
っ
た
。

２
頁
へ
つ
づ
く

員
会

間
四
時
間
十
五
分
を
静
寂
に
保
つ

た
め
に
耐
大
会
役
員
し
か
入
れ
な

か
っ
た
が
、
別
室
ガ
ラ
ス
越
し
に

選
手
の
背
中
姿
が
見
れ
、
最
後
の

一
分
一
秒
ま
で
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
作
品
は
、
大
会
役
員
し
か

見
る
事
が
出
来
な
い
の
で
、
作
品

の
出
来
ば
え
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

競
技
終
了
後
の
選
手
３
名
の
顔

を
見
る
と
、
前
日
の
険
し
く
厳
し

い
表
情
と
は
う
っ
て
か
わ
り
、
安

堵
感
と
や
り
と
げ
た
と
い
う
充
実



愛
知
県
板
金
工
業
組
合
一
宮
支

部
で
は
、
一
宮
の
シ
ン
ボ
ル
－
３

８
タ
ワ
ー
の
し
た
で
行
わ
れ
る
２

０
０
２
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
が
決
ま
っ
た
。

４
月
か
ら
新
組
合
長
と
な
ら
れ

る
渡
辺
和
弘
氏
に
よ
る
発
案
と
行

動
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
と
し
て
は
、

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
相
互
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
地
域
住
民

の
方
々
と
の
交
流
を
も
っ
て
当
組

合
の
社
会
的
貢
献
を
、
今
後
と
も

深
め
て
い
き
た
い
こ
と
と
、
い
ま

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
が
推
進
し

て
い
る
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
活

動
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
あ
る
。

＊
日
時

５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で

＊
営
業
時
間

９
時
訓
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

＊
テ
ン
ト
ブ
ー
ス

２
×
３
間

板第３６９号 平成１４年３月１５日（２）

師
１
１

１
頁
の
つ
づ
き

五
、
労
働
保
険
年
度
更
新
の
時
期

が
到
来
。
届
け
に
際
し
書
類
の

整
理
を
、
事
業
所
に
よ
っ
て
は

一
元
適
用
と
・
二
元
適
用
の
二

種
類
か
ら
柵
成
さ
れ
て
い
る
。

法
人
関
係
の
加
入
事
業
所
は

昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
取
締

…
く
く
～
…
～
卜

役
の
範
囲
、
（
指
揮
命
令
権
）

を
明
確
に
す
べ
き
で
確
認
を
忘

れ
ず
に
、
工
場
板
金
と
建
設
請

負
工
事
は
異
な
る
の
で
、
仕
訳Ｉ

け
に
は
充
分
な
注
意
を
、
役
員

、
～
？
く
～
…
く

で
労
働
者
扱
い
の
届
出
に
関
し

て
は
、
賃
金
体
系
と
登
記
簿
謄

本
な
ど
に
よ
る
突
合
、
一
般
労

働
者
と
な
ん
ら
変
り
な
く
、
賃

金
の
支
払
い
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。
賃
金
集

計
書
の
備
考
棚
に
、
対
象
者
の

氏
名
並
び
に
金
額
を
明
記
し
役

所
の
受
付
印
を
（
報
酬
、
賃
金
・

こ
れ
ら
の
単
純
な
表
現
は
認
め

ら
れ
な
い
事
が
あ
る
）
。

☆
解
釈
の
相
違
が
生
じ
る
の
で
最

寄
り
の
労
基
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

県
板
で
は
労
働
保
険
特
別
加
入

の
年
度
更
新
の
継
続
手
続
き
の
受

付
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
報
告
と
納
付
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
。

☆
重
大
災
害
の
発
生
は
影
を
潜
め

た
が
、
相
変
わ
ら
ず
災
害
が
発
生

し
て
い
る
の
で
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
対
策
と
し
て
、
安
全
の
研
修

を
積
極
的
に
採
用
を
希
望
し
て
や

ま
な
い
。
沼
津

『
空
か
ら
の
ぬ
ぐ
み
』
一

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

－
３
８
か
ら

一
出
展
コ
ー
ナ
ー
の
解
説
一

皿
；

「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
は
、
な
ん
な

く
交
換
で
き
ま
す
」
昨
年
実
施
さ

れ
た
ソ
ー
ラ
ー
講
習
後
、
愛
板
一

宮
支
部
の
佐
藤
忠
雄
氏
が
愛
板
新

聞
に
赦
せ
ら
れ
た
記
事
の
見
出
し

を
覚
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
月
二
十
九
日
、
同
氏
の
工
場

に
て
、
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
」
の
ソ
ー

ラ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
替
え
る

工
法
を
同
氏
が
考
案
さ
れ
た
工
具

と
作
業
手
順
で
メ
ー
カ
ー
立
会
い

の
元
、
実
際
に
披
露
さ
れ
た
。

日
新
総
合
建
材
よ
り
、
谷
崎
裕

則
太
陽
光
発
電
建
材
・
商
品
開
発

チ
ｉ
ム
リ
ー
ダ
ー
と
、
名
古
屋
支

店
か
ら
山
田
正
郷
・
中
上
篤
各
氏

が
作
業
の
様
子
を
ビ
デ
オ
等
に
納

め
な
が
ら
見
守
ら
れ
ま
し
た
。

レ
モ
ジ
ュ
ー
ル
交
換
後
の

仕
上
げ
工
程

場

尚
、
こ
れ
ら
の
詳
し
い
工
法
は

県
板
を
通
じ
て
提
供
し
て
頂
け
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

て
み
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

一
宮
渡
辺：

☆
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム

東
海
豪
雨
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

近
年
、
都
市
型
洪
水
の
発
生
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

降
雨
鼠
の
少
な
い
渇
水
期
の
対
策

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
家
庭
や
施
設
で
少
し
で
も
雨

水
を
貯
水
で
き
れ
ば
、
地
域
全
体

が
、
水
資
源
の
大
切
さ
と
利
用
法

を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

雨
樋
工
事
に
携
わ
る
板
金
工
事

者
と
し
て
も
、
小
さ
い
頃
か
ら
で

も
資
源
利
用
の
可
能
性
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

｜
体
験
コ
ー
ナ
ー
一

☆
銅
板
レ
リ
ー
フ

花
、
動
物
、
ア
ー
ー
メ
等
の
絵
を

銅
板
の
上
に
描
き
、
浮
き
出
さ
せ

ま
す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
ん
で
銅
板
レ
リ
ー
フ
作
家
気
分

に
な
れ
ま
す
。

☆
オ
リ
ジ
ナ
ル
ち
り
と
り

全
組
合
員
が
制
作
し
た
半
完
成

品
を
、
指
導
員
と
共
に
完
成
さ
せ

た
お
客
様
に
無
料
又
は
材
料
代
程

度
で
差
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
他
、
子
供
の
日
に
ち
な
ん

だ
行
事
や
、
食
べ
物
、
買
い
物
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
１
日
中
楽
し

め
ま
す
。

毎
年
、
過
万
人
程
、
入
場
者
が

あ
り
ま
す
。

一
宮
佐
藤

鶴
畷
劃
岬
岬
吋
》

受
講
さ
れ
た
方
や
施
工
さ
れ
た

方
は
、
故
障
や
傷
等
で
交
換
す
る

場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
思
う
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
横
葺
材
の
ハ

ゼ
を
起
こ
せ
ば
、
取
り
外
す
事
は

可
能
で
す
が
、
い
か
に
セ
ル
（
発

電
す
る
部
分
）
に
傷
を
つ
け
ず
に

ハ
ゼ
を
起
こ
せ
る
の
か
、
吊
子
を

広
げ
、
取
替
え
後
元
に
戻
す
の
か

と
言
う
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
氏
は
、
日
頃
使
用
し
て
い

る
ツ
カ
ミ
箸
と
折
板
の
鼻
隠
し
パ

ネ
ル
取
付
金
具
を
加
工
し
て
、
な

ん
な
く
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
所
要

時
間
は
約
三
十
分
。
取
替
え
後
は
、

周
囲
の
横
葺
材
に
ほ
と
ん
ど
傷
も

な
く
、
奇
麗
に
仕
上
り
、
こ
れ
が

職
人
な
の
だ
な
と
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

工
具
は
、
尖
端
の
長
さ
を
変
え
、

柄
の
部
分
は
焼
い
て
湾
曲
さ
せ
て

あ
り
、
共
に
セ
ル
に
当
た
ら
な
い

様
に
し
て
あ
り
ま
す
。
ハ
ゼ
起
こ

し
と
、
吊
子
を
広
げ
、
ま
た
元
に

戻
す
時
に
使
用
し
ま
す
。
他
に
保

護
板
と
ア
ー
ス
用
の
リ
ー
ド
線
が

あ
れ
ば
手
道
具
で
交
換
で
き
そ
う

で
す
。こ

の
作
業
を
見
て
い
た
私
は
、

自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
披
露
さ
れ

た
佐
藤
氏
に
敬
意
を
表
す
と
共
に

そ
こ
に
凝
縮
さ
れ
た
組
合
活
動
を

＊
土
間
ブ
ー
ス

３
×
５
ｍ

＊
ア
ー
ク
セ
ス

東
海
北
陸
道
木
曽
川
イ
ン
タ
ー

か
ら
躯
号
を
次
の
信
号
右
に
高
速

に
沿
っ
て
側
道
を
北
上
す
れ
ば
駐

市
詣
痴
に
入
る
。
１
３
８
ｍ
の
タ
ワ
ー

が
［
白
｛
叩
。

愛

垣
間
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

技
術
研
究
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
私
は
、
皆
さ
ん
の
創
意
工
夫

を
今
後
も
組
合
に
繁
栄
さ
せ
な
け

れ
ば
と
、
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

太
陽
か
ら
来
る
無
限
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
電
気
に
変
え
、
地
球
の
埋

蔵
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
少
な
く

し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
を
削
減
し
、

環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。

特
に
当
組
合
が
取
り
組
ん
で
い
る

屋
根
材
型
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は

「
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
系
シ
リ
コ
ン
太

陽
電
池
」
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、

従
来
の
パ
ネ
ル
型
よ
り
重
量
が
軽

く
（
約
１
／
３
）
、
建
物
へ
の
負

担
が
少
な
い
形
状
で
、
新
築
は
も

と
よ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
最
適
で

す
。
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県
板
青
年
部
岡
崎
支
部
は
、
２

月
鯛
日
に
、
「
な
ま
ら
屋
」
に
於

い
て
第
羽
期
通
常
総
会
を
開
催
し

２
月
別
日
、
第
妃
回
岡
崎
板
金

工
業
組
合
通
常
総
会
が
「
レ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
岡
崎
」
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

定
刻
の
午
後
２
時
、
内
山
英
臣

副
組
合
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
開

会
さ
れ
、
高
柳
一
男
組
合
長
よ

り
、
組
合
事
業
を
組
合
員
が
よ
り

多
く
活
用
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

ら
れ
た
。
優
良
従
業
員
表
彰
で
は
、

㈲
山
清
板
金
工
業
の
沢
田
雄
三
様
、

㈲
岩
瀬
建
築
板
金
の
田
中
悟
様
、

㈱
籾
山
板
金
の
籾
山
博
様
、
那
須

金
属
㈱
の
砂
塚
耕
二
様
、
砂
塚
慎

弥
様
の
５
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

議
案
審
議
は
、
出
席
者
岨
名
、

委
任
状
別
名
で
行
な
わ
れ
、
岨
年

度
醜
業
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査

報
告
、
Ｍ
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
が
可
決
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
県
板
理

事
長
・
村
上
章
氏
、
岡
崎
技
術
工

学
院
理
事
長
・
山
本
清
氏
、
西
三

板
金
連
合
会
副
会
長
・
高
橘
銀
吾

氏
、
横
山
興
業
㈱
社
長
様
が
あ
い

さ
つ
さ
れ
た
。

続
い
て
、
Ｍ
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
①
地
球
に
や
さ
し
く
分
別
リ
サ

イ
ク
ル
②
一
人
一
件
、
挑
戦
し
よ

う
保
証
事
業
③
絶
対
や
ら
な
い
／

飲
酒
運
転
が
発
表
さ
れ
閉
会
し

た
。

休
憩
後
、
数
名
の
奥
様
方
に
も

出
席
し
て
い
た
だ
い
て
、
二
講
演

に
入
っ
た
。
最
初
に
、
「
労
災
保

険
特
別
加
入
」
と
題
し
て
①
労
災

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
私
は
保

証
委
員
会
の
副
委
員
長
も
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
保
証
制
度
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
御
協
力
を
御
願
い
申

し
ま
す
。
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

今
年
の
議
事
と
し
て
は
、
共
同

事
業
委
員
経
過
報
告
で
は
コ
ー
キ

ン
グ
等
の
共
同
購
入
、
不
要
材
料

一
覧
表
の
利
用
、
作
成
の
件
の
報

告
。
厚
生
委
員
会
経
過
報
告
で
は

健
康
診
断
の
件
が
報
告
さ
れ
、
従

来
の
健
康
診
断
の
コ
ー
ス
に
加
え
、

希
望
者
に
は
大
腸
ガ
ン
と
肺
ガ
ン

の
検
査
が
行
な
わ
れ
る
様
に
し
た
。

大
腸
ガ
ン
の
検
査
は
検
査
料
金
一

千
五
百
七
十
五
円
で
全
板
国
保
で

新
年

し
総
会
風
景

県
板
青
年
部
岡
崎
支
部

第
飼
期
通
常
総
会

保
険
と
は
何
か
②
労
災
保
険
の
正

式
名
称
③
雇
用
保
険
に
つ
い
て
④

特
別
加
入
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

⑤
特
別
加
入
を
認
め
る
者
の
範
囲

に
つ
い
て
⑥
労
災
保
険
料
に
つ
い

て
を
、
愛
知
県
板
金
工
業
組
合
・

北
出
明
治
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。次

に
、
道
路
交
通
法
が
一
部
改

正
に
な
っ
て
間
も
な
い
時
期
な
の

で
「
道
路
交
通
法
改
正
の
話
」
と

題
し
て
、
岡
崎
市
役
所
交
通
安
全

課
の
丹
羽
盛
秋
氏
に
講
演
し
て
い

た
だ
い
た
。
講
演
は
、
問
答
形
式

に
行
わ
れ
解
答
ご
と
に
次
の
事
を

言
わ
れ
て
い
た
。
「
高
齢
者
に
優

し
く
″
皿
キ
ロ
ダ
ウ
ン
。
飲
ん
だ

ら
タ
ク
シ
ー
、
有
料
と
無
料
」
。

さ
て
、
こ
の
無
料
タ
ク
シ
ー
と
は

何
か
わ
か
り
ま
す
か
？

ど
ち
ら
の
誰
演
も
今
す
ぐ
、
自

分
達
に
関
係
が
あ
る
事
な
の
で
出

席
者
全
員
が
、
小
耳
を
立
て
て
聞

い
て
い
た
。

講
演
終
了
後
は
、
部
屋
を
移
っ

て
例
年
の
如
く
懇
親
会
に
入
っ

た
。
懇
親
会
に
は
、
問
屋
さ
ん
達

も
出
席
し
、
途
中
に
趣
向
を
こ
ら

し
た
ゲ
ー
ム
を
は
さ
み
雑
談
の
飛

び
か
う
中
、
問
屋
さ
ん
を
代
表
し

て
㈱
田
中
屋
社
長
様
の
一
本
締
め

で
午
後
８
時
閉
会
し
た
。

前
記
の
無
料
タ
ク
シ
ー
と
は
、

丹
羽
氏
に
よ
る
と
奥
様
に
送
迎
し

て
い
た
だ
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

岡
崎
宇
野

逼
謹
総
寒

１
月
別
日
２
時
よ
り
平
坂
の
勤

労
会
館
に
お
い
て
、
村
上
理
事
長
、

西
俣
西
三
板
金
副
会
長
、
谷
沢
事

務
局
長
、
北
出
事
務
局
次
長
の
御

出
席
を
頂
い
て
、
平
成
Ｍ
年
度
愛

板
西
尾
支
部
第
訂
回
総
会
を
行

な
っ
た
。

山
崎
支
部
長
挨
拶
で
は
「
世
の

中
は
テ
ロ
と
か
狂
牛
病
、
倒
産
な

ど
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
が
、

冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
と
申

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
様
、
不
景
気
に
負
け
な
い
様
、

元
気
と
や
る
気
だ
け
は
し
っ
か
り

持
っ
て
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。
」
と

言
わ
れ
た
。

ま
た
村
上
理
事
長
の
御
挨
拶
で

は
「
１
月
別
日
の
県
板
新
年
懇
親

会
に
、
西
尾
支
部
の
方
々
に
は
多

く
の
参
加
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
二
○
○
五
年
の
全
板

大
会
で
は
愛
知
県
が
担
当
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
拝
借
し
、

鰯

大
会
が
成
功
す
る
様
お
力
添
え
を

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
昨

今
の
景
気
は
悪
く
、
特
に
建
設
、

金
融
、
流
通
の
部
門
に
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
住
宅

着
工
数
が
百
万
戸
を
下
回
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ー
ュ
ー
ア
ル

エ
事
の
重
視
、
太
陽
光
発
電
の
参

入
、
保
証
制
度
の
活
用
な
ど
組
合

組
織
を
利
用
し
、
あ
る
い
は
我
が

身
は
自
分
で
守
る
事
。
自
助
努
力

が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
板
金
組
合

に
は
各
種
保
険
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
加
入
者
を
希
望
し
、
皆
さ

ん
が
無
災
害
、
無
事
故
で
暮
ら
せ

る
様
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ

ら
れ
た
。

更
に
西
俣
西
三
板
金
副
会
長
の

御
挨
拶
で
は
「
県
板
新
年
懇
親
会

は
西
三
が
担
当
で
、
ひ
が
き
ホ
テ

ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
鳥
居

松
男
氏
に
司
会
を
担
当
し
て
頂
き
、

多
く
の
方
に
協
力
を
頂
き
有
り
難

し
山
崎
支
部
長
（
右
）
と

稲
吉
議
長

た
。

来
賓
と
し
て
、
組
合
よ
り
戸
松

副
組
合
長
・
会
計
久
世
氏
の
２
氏

が
出
席
さ
れ
た
。

部
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ

つ
の
後
、
宇
野
勝
義
を
議
長
に
選

出
し
、
議
案
審
議
に
入
っ
た
。
議

案
審
議
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

議
案
の
最
後
に
、
今
年
は
役
員
改

選
の
前
年
に
あ
た
る
の
で
、
清
水

三
男
部
長
よ
り
、
次
期
部
長
に
宇

野
賢
君
を
推
薦
し
た
の
で
審
議
に

入
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
入
っ

た
。
各
場
所
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が

飛
び
交
い
、
楽
し
い
時
間
を
お
し

ま
れ
つ
つ
石
原
晴
久
副
部
長
の
締

め
で
午
後
十
時
に
閉
会
し
た
。

岡
崎
宇
野

愛

他
に
も
一
年
に
一
度
行
な
っ
て
い

る
が
、
半
年
に
一
度
の
検
査
が
理

想
で
あ
る
と
の
事
。
肺
ガ
ン
の
検

査
は
検
査
料
金
二
千
百
円
で
肺
や

気
管
支
の
タ
ン
を
調
べ
る
も
の
。

議
事
終
了
後
に
産
業
廃
棄
物
搬
入

先
に
関
す
る
資
料
が
配
ら
れ
、
情

報
交
換
や
話
し
合
い
が
交
わ
さ
れ

た
。

北
出
事
務
局
次
長
に
よ
る
労
働

保
険
の
説
明
、
啓
蒙
が
行
な
わ
れ

総
会
は
終
了
し
た
。

午
後
６
時
よ
り
香
村
で
田
中
屋
、

富
士
商
店
、
タ
カ
ヶ
ン
、
角
建
材

の
問
屋
を
招
い
て
懇
親
会
が
行
な

わ
れ
た
。
西
尾
大
橋

韓呂､
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一
昨
年
か
ら
県
板
で
取
り
組
ん

で
い
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

昨
年
は
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
出

品
し
て
一
般
の
方
に
も
関
心
を
寄

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

名
古
屋
か
ら
新
幹
線
の
下
り
に

乗
り
十
分
も
走
り
長
良
川
を
渡
る

と
右
側
に
大
き
な
箱
舟
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
巨
大
な
黒
い
鏡
が
出
現
す

る
。
言
う
ま
で
も
無
い
が
三
洋
電

機
の
岐
阜
工
場
の
正
面
に
そ
び
え

る
「
ソ
Ｉ
ラ
ー
ア
ー
ク
」
で
あ
る
。

長
さ
が
三
百
十
五
ｍ
高
さ
が
三
十

七
・
一
ｍ
あ
り
海
に
浮
か
ぶ
箱
舟

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
設
さ
れ
て
い

る
。
箱
舟
の
前
に
は
駐
車
場
が
あ

り
そ
の
駐
車
場
の
屋
根
も
ソ
ー

ラ
ー
発
電
が
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

出
来
る
と
い
う
。

「
ソ
ー
ラ
ー
ア
ー
ク
」
と
は
世

界
最
大
の
３
．
４
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の

発
電
能
力
を
も
つ
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
別
名
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
も
呼
ば

れ
る
。一

九
九
七
年
に
京
都
で
地
球
温

暖
化
国
際
会
議
が
開
か
れ
て
か
ら

は
世
界
規
模
の
環
境
保
全
に
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
は
今
後
も
旺
盛
な

需
要
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
私

た
ち
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
行

き
た
い
。

二
月
二
十
六
日
㈹
曇

三
六
九
号
編
集
会
議

広
報
委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
終
了
鷲
見

津
島
支
部

５
日
定
例
会
８
名

西
春
支
部

Ⅳ
・
肥
日
総
会
・
松
本
扉
温

泉
帥
名

岡
崎
支
部

皿
日
青
年
部
役
員
会

羽
日
青
年
部
総
会

別
日
支
部
総
会

碧
南
支
部

岨
日
青
年
部
役
員
会

即
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
娼
名

豊
田
支
部

３
．
４
日
親
睦
旅
行
。
神
戸

淡
路
島
肥
名

９
日
第
加
回
役
員
班
長
会

羽
日
支
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

和
名

刈
谷
支
部

４
日
定
例
会
焔
名

塑
・
妬
日
支
部
総
会
・
三
谷

温
泉
海
陽
閣
Ⅳ
名

西
尾
支
部

型
日
支
部
役
員
会
旭
名

加
日
単
価
勉
強
会
５
名

知
多
支
部

６
日
理
事
会
Ⅳ
名

８
日
青
年
部
競
技
大
会
の
反

省
会
８
名

羽
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
旭
名

東
三
支
部

５
日
定
例
会
理
名

鯛
日
青
年
部
役
員
選
手
慰
労

会
ｎ
名

妬
日
役
員
会
６
名

せ
て
教
わ
り
ま
し
た
。
後
で
見
学

し
た
断
層
は
垂
直
及
び
水
平
方
向

に
ず
れ
て
い
て
、
地
面
の
上
で
生

活
し
て
い
る
自
分
た
ち
が
、
い
か

に
危
う
い
存
在
で
あ
る
か
思
い
知

ら
さ
れ
、
こ
れ
が
も
し
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
で
起
こ
っ
た
ら
と

思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
二
日
間
の

旅
行
は
事
故
も
な
く
、
楽
し
く
行
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。
豊
田
松
井

豊
田
板
金
工
業
組
合
（
赤
池
高

義
組
合
長
）
は
去
る
２
月
３
日

旧
～
４
日
側
の
一
泊
二
日
に
て
親

睦
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
板

大
会
を
兼
ね
た
親
睦
旅
行
が
続
い

て
い
た
の
で
豊
田
支
部
単
独
で
の

旅
行
は
久
し
ぶ
り
で
し
た
。
今
回

の
目
的
地
は
神
戸
と
淡
路
島
で
参

加
人
数
は
肥
名
で
あ
り
ま
し
た
。

・
や
ご
一
一
画
ロ
『
守
宇
】
》
凸
寺
字
画
ａ
》
》
ご
》
・
■
電
』
》
一
一
】
》
一
手
ご
一
宇
『
》
』
窪
》
》
》
今
些
苧
醒
』
争
雫
凸
争
己
舎
》
』
。
』
】
一
口
』
■
画
』
苧
臨
】
》
】
》
印
画
叩
や
】
卓
軽
酔
》
画
》
角
》
辛
鐘
《
』
草
画
寺
副
】
宇
亭
酉
唖
年
』
二
』
ご
垂

蓋
呈
弼
叛
塗
範
美
組
君
一
類
華
恭
一
廻

一
一
》
や
む
』
一
色
●
』
一
句
一
】
』
や
甲
や
』
ぞ
○
二
』
『
』
》
》
酉
ご
『
』
｝
手
》
こ
』
》
『
年
画
一
』
Ｃ
や
』
画
』
宇
国
毎
》
や
』
一
写
毎
』
ご
守
手
②
雪
雲
古
中
幸
や
ｃ
ら
》
』
》
わ
』
』
宇
一
』
■
ザ
』
。
》
弔
酋
与
口
毎
甲
壷
筈
》
や
壷
争
凹
炉
令
』
■
二
一

議識i議識
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愛知県板金技能専門枝
名古屋市西区浅間２－１０－４

盃（０５２)５３２‐０２６２

碧南建設高等職業訓練校
碧南市新川町２－１２９

ａ（０５６６)４１‐４５２３

岡崎技術工 学院
岡崎市羽根町字小豆坂117-3

岡崎地域職業訓練センター内

冠（０５６４)５３‐３５２１

豊田高等職業訓練校
豊田市陣中町１－２２－２

冠（０５６５)３２‐５４５４

豊橋高等技術専門校
豊橋市前田南町２－１９－７

豊橋市職業訓練センター内

冠（０５３２)５５‐０５１９
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名
古
屋
板
金
連
合
会

四
日
支
部
長
会

昭
和
支
部

８
日
例
会
（
全
板
大
会
参
加

に
つ
い
て
）
皿
名

千
種
支
部

ｎ
日
支
部
会
（
今
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
・
合
同
検

診
の
提
案
）
５
名

東
北
支
部

四
日
月
例
会
親
睦
食
事
会８

名

熱
田
・
南
支
部

幻
日
定
例
会

瑞
穂
支
部

１
日
支
部
会
（
厚
生
委
員
会

報
告
等
）
別
名

一
宮
支
部

哩
日
役
員
会
肥
名

塑
・
妬
日
青
年
部
親
睦
旅
行

伊
豆
Ⅳ
名

春
日
井
支
部

８
日
月
例
会
哩
名

昭
日
役
員
会
４
名

当
日
、
朝
か
ら
の
雨
も
バ
ス
が
西

に
向
か
う
に
つ
れ
て
回
復
し
て
き

ま
し
た
。
バ
ス
の
中
は
朝
か
ら
絶

好
調
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
売
れ
行
き

は
最
高
、
昼
食
場
所
の
神
戸
三
宮

駅
前
の
西
村
屋
た
じ
ま
路
さ
ん
に

つ
く
こ
ろ
に
は
、
で
き
あ
が
っ
て

い
る
方
も
見
え
ま
し
た
。
昼
食
後
、

バ
ス
の
時
間
を
待
つ
間
、
三
宮
駅

前
の
「
そ
ご
う
」
を
見
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
か
っ
て
豊
田
市
の
駅

前
に
あ
っ
た
こ
と
が
な
つ
か
し
く

思
い
、
ま
た
７
年
前
の
震
災
か
ら

の
復
興
に
隙
い
た
次
第
で
す
。
次

に
灘
の
菊
政
宗
酒
造
に
向
か
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ

ん
は
、
無
類
の
酒
通
で
、
酒
の
銘

柄
は
勿
論
の
こ
と
、
焼
酎
の
原
料

の
違
い
、
そ
の
別
れ
る
地
域
等
に

つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
が
あ
り
一

同
大
い
に
感
心
し
ま
し
た
。
菊
政

宗
で
買
い
求
め
た
大
吟
醸
を
い
た

■
－

愛

馬
屋
匿
圃

だ
き
つ
つ
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り

八
浄
寺
に
て
、
お
も
し
ろ
法
話
を

聞
い
た
後
、
淡
路
観
光
ホ
テ
ル
に

到
着
、
午
後
６
時
帥
分
か
ら
の
宴

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。二

日
目
は
福
良
港
よ
り
観
潮
船

に
の
っ
て
う
ず
し
お
観
潮
、
観
潮

船
「
威
臨
丸
」
の
マ
ス
ト
と
明
石

海
峡
大
橋
の
橋
脚
と
が
ぶ
つ
か
り

そ
う
な
く
ら
い
接
近
し
て
見
え
ハ

ラ
ハ
ラ
。
メ
イ
ン
の
渦
潮
は
、
そ

の
発
生
す
る
仕
組
み
を
聞
い
て
頭

の
中
に
入
れ
て
も
実
際
の
光
景
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
何
で
こ

う
成
る
の
と
言
う
疑
問
が
沸
い
て

出
て
く
る
始
末
で
あ
り
ま
す
。
続

い
て
向
か
っ
た
の
が
北
淡
町
震
災

記
念
公
園
、
断
層
を
見
学
す
る
前

に
土
地
の
語
り
部
の
方
（
男
性
沌

歳
）
の
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
こ
の
お
話
し
の
中
で
、
地
域

と
し
て
の
連
帯
の
重
要
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
枕
元
に
懐

中
電
灯
を
お
い
て
置
く
こ
と
も
併

２
月
各
支
部
の
動
き


